


日本最大級のアンモナイト，パ
キデスモセラスの生態復元図．
パキデスモセラスのマクロコン
クは，成長が完了する直前に，
殻が左右に膨らむ個体がありま
す．これはもしかすると，数千
個～数万個の卵を抱えるためか
もしれません．したがって，マ
クロコンクがメスである可能性
が高いのです．

プゾシア類
　小さなミクロコンク（おそらくオス）と大きなマクロコンク（おそらくメス）という組み合わせは，様々
な種類のアンモナイトでみられます．おそらく，すべてのアンモナイトのオスが，メスよりも小さい，とい
うわけではなく，生活様式や生息環境によって，オス・メスの体格差がある種類と，ない種類がいたのでしょう．
　そんなオス・メスで体格差のある種類のアンモナイトの中でも，特にオスとメスの大きさの差が著しいのが，
「プゾシア類」だと思われます．当館の常設展で展示している「日本最大級のアンモナイト（直径約 1.3 m）」も，
ドイツで発見された「世界最大のアンモナイト（直径約 2.5 m）」も，このプゾシア類に分類される種類のア
ンモナイトです．そして，このプゾシア類には，顕著なミクロコンクとマクロコンクがあると考えられてい

日 本 最 大 の 格 差 夫 婦

ることから，こうした “レコードホルダー”
はいずれもメスの可能性があります．
　北海道から見つかるプゾシア類の場合，マ
クロコンクは直径 1 m に達することもあり
ますが，ミクロコンクは 30～40 cm 程度し
かないようです．すなわち，オスとメスの差
は，直径なら 2.5 倍，体重を単純計算すれば
16 倍近くにもなった可能性があります．ま
さに日本最大の格差夫婦と言えるでしょう．
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図中の左側の列は，元々「ヨコヤマオセラス」と呼ばれていたアンモナ
イト．時代が進むと，突起がなくなり，最終的に「ネオプゾシア」の小
型タイプになることがわかりました．またヨコヤマオセラスは，ネオプ
ゾシアの大型タイプとも，子供のころは姿形の区別がつきません．した
がって両者は，同じ種類だったのです (Maeda, 1993 を改変 )．

ヨコヤマオセラス
　日本から見つかるアンモナイトの中でも，ミクロコンクとマクロコンクに関して初めて詳しく研究された
種類が「ヨコヤマオセラス」です．
　元々，ヨコヤマオセラスとは，直径 10 cm 程度で，殻の外周部に 2 列の小さな突起ができる種類のアンモ

“しばらく相別れ、それからまた一緒になることは、さしつかえない”

ナイトだと考えられていました．それとは別に，20 cm 程度まで大き
くなるアンモナイトとして，「ネオプゾシア」という種類も発見されて
いました．ただ，このネオプゾシアの中には，やはり直径が 10 cm 程
度の小さな種類がいました．とはいえ，どの種類のネオプゾシアの殻
にも突起はないので，ヨコヤマオセラスとは先祖も異なる，まったく
違う系統のアンモナイトだと考えられていました．
　しかし 1993 年に，ヨコヤマオセラスとネオプゾシアは，子供のこ
ろの形や，殻の表面にできる凹凸（肋）やくびれの形が，非常によく
似ていることがわかりました．また，古い時代のヨコヤマオセラスに
は突起があるのですが，時代が進むと，その突起は弱くなり，ついに
は突起がなくなります．“小さい種類のネオプゾシア”とは，進化の結果，
突起がなくなったヨコヤマオセラスだったのです．こうして，ヨコヤ
マオセラスとネオプゾシアは，同じ種類だということが判明しました．



エゾイテスと一緒に化石が見つかるトラゴデスモセロイデスは，エゾイテ
スよりも大きいため成長に時間がかかります．一時的にできたエサ場のエ
サを食い尽くすと，別の海域に移住したようです．しかしエゾイテスは，
エサを食い尽くす前に十分な数の卵を産めるよう，オスとメスで成長完了
の時期を変えたのです (洲濱・岡本 , 2023 を改変）．

成長完了が遅い

成長完了が早い
オス・メスの差
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定住エゾイテス

エゾイテス
　「9」の字型になる「スカフィテス類」のアンモナイトである「エゾイテス」は，1977 年にはミクロコンク
とマクロコンクがある可能性が指摘され，2022 年には，どの形のミクロコンクとどの形のマクロコンクが同
じ種類なのかがはっきり判明しました．しかしそもそもなぜエゾイテスは，オスとメスで姿が違うのでしょ
うか？ 2023 年に，コンピュータシミュレーションと，化石でのエゾイテスのオス・メスの比率や成長段階
などを比較した研究が行われ，その理由の一部が明らかになりました．
　元々，アンモナイトのエサがない場所に，たまたまエサが溜まっ
た環境は，他のアンモナイトがいないため，エゾイテスが率先して
住み着いたようです．しかし，エサはそこにある分しかありません．
エゾイテスの体が大きすぎる場合，成長し終わる前に，エサを食い
尽くして餓死してしまいます．しかし，成長が早くなるよう体を小
さくすると，今度はメスが一度に産める卵の数が少なくなり，次の
世代を増やせません（イカやタコと同じく，アンモナイトも生涯で
1 回しか産卵しなかったと思われます）．そこで，オスがメスより小
さい，つまりメスより早く成長が完了すれば，エサを食い尽くさずに，
十分な数の卵を産むことができます．エゾイテスは，限られた資源
で繁殖するのに最適な姿だったようです．

限 ら れ た 食 事 を 分 け 合 う


